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ごあいさつ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の皆さまには，平素から電動車両並びに急速充電器の普及推進活動へのご支援を賜り，厚く

御礼申し上げます。 

当協議会は 2010 年 3 月に設立され，早いもので７年目の活動を迎えました。2015 年度を振

り返ってみますと、国内外ともに充電インフラ網の整備が大いに進み、いよいよ本格的な普及に至

ったと感じさせる一年でありました。まず、全世界でチャデモが 10,000 基を超えたことをお伝え

できることは大変大きな喜びであります。このうち、2,000 基前後は欧州のコンボとの複合機であ

り、充電器の規格競争から、協調して普及を推進する段階となりました。 

日本国内では、経済産業省による「次世代自動車充電インフラ整備推進事業」の下，自動車メーカ

4 社を中心とした合同会社「日本充電サービス」が稼働を開始致しました。海外においても欧州で

は複合機中心に急速充電器の設置が進みました。全世界での普及を見ますと、2014 年１年間で

2,000 基増加（前年比 50％増）、と昨年ご案内しましたが、2015 年には 4,000 基増加（前年比

66％増）し、普及が更に加速することとなりました。いよいよ本格的な普及を迎えたと実感してお

ります。 

また、当協議会活動の柱の一つである CHAdeMO 仕様の標準化も順調に進捗致しました。充電

規格に関しては、検定制度を充実し、さらにその信頼ある検定制度を核として日米欧各国、新興国と

その普及の地理的な拡大を図っております。V2H に関しても仕様を標準化し認証制度も開始し、分

散電源としての電動車両の活用への道筋をつけております。 

このように順調に進捗している当協議会の活動ではありますが、今後もさらなる持続可能性の追

求を目的として、協議会組織の法人化をご提案させて頂きます。法人化することにより、更なる業務

効率の向上、社会的な信用の向上、組織ガバナンスの向上と情報の透明性確保、といったことを高い

レベルで実現することを目指していきます。 

今後も関係諸団体への情報発信を通じての CHAdeMO に対する理解の促進等を図ることにより、

電動車両とそのインフラの更なる発展に微力ながら努力して参りたいと思います。会員の皆さまに

おかれましては，引き続きのご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

会長 志賀 俊之 
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協議会のあゆみ 
CHAdeMO 協議会は 2016 年度より一般社団法人として新たな体制で再スタートをきる

ことになりました。2010 年からこれまでの主な出来事をふりかえります。 
 

2010 年 3 月 トヨタ自動車，日産自動車，三菱自動車，富士重工，東京電力の 5 社が幹事会社と

なり CHAdeMO 協議会を設立，初代会長には東京電力の勝俣会長が就任しました。設立

時には自動車会社，充電機器メーカ，充電サービス関連企業や行政など，海外企業 19 社

を含む 158 社・団体が参加しました。充電方式の標準化活動に加え，運輸部門の CO2 排

出量削減に貢献する電気自動車の 

普及に取り組むという設立趣意を発 

表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年 7 月 直流充電ステーション規格を議論する IEC61851-23 の第一回会合が開催され，

チャデモ・プロトコルの詳細な技術説明を行いました。本会議の議長には，Serge Roy 氏

（チャデモ協議会）が就任しました。また，9 月の第 2 回会議に合わせてコネクタを議論

する SC23H/PT62196-3 の第一回会合が開催され，独と米から，AC と DC を一体化

したコンボ・コネクタが提案されました。 

 

2010 年 7 月 第 1 回欧州 CHAdeMO 会議を開催し，PSA，日産，三菱自動車，Think，Endesa，

ESB，ABB，Amsterdam 市を中心メンバーとするステアリング・コミッティを立ち上

げることを決定しました。欧州地域でのコミュニケーション活動の皮切りとして最初のリ

ーフレットを作成し，各種展示会で配布しました。 
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2011 年 3 月 当初からの三菱自動車 i-MiEV，富士重工 プラグインステラに続き，日産 LEAF が

2010 年 12 月に発表されたことに加え，ヨーロッパでも Peugeot iON，Citroen C-

ZERO が発表され，世界で CHAdeMO 方式の EV が販売されました。急速充電器も発足

時の国内 5 メーカから世界で 20 社以上が製品を発表するまで拡大しました。その結果，

急速充電器の設置台数は日本国内 582 台，海外 41 台になりました。 

 
 

2010 年度 整備部会では協議会設立の直後から充電インフラ整備に関する多くの課題検討を開始

しました。充電器の位置情報共有化の実現，急速充電器の設置・運用に関する手引書の作

成，火災予防条例における急速充電器の扱い，立体駐車場における充電システムの開発，

充電コネクタの操作性改善などについて広く意見交換を実施，年度内に７回の会議を開催

し，延べ 1,500 人に参加していただきました。 

 

2011 年 3 月 11 日 東日本大震災が発生しまし

た。被災地では，広範囲でガソリンの供

給が滞り，住民の移動や支援物資の輸送

に大きな支障が生じた中，CHAdeMO

メンバーの各社からいち早く復旧した

電力網を利用できる 100 台超の EV を

無償提供，仮設急速充電器の設置などが

行われ，各地の公共機関やボランティア

の活動に大きな役割を果たしました。 

また，福島第一原子力発電所事故の影響

で同年の総会は開催を見送り，メール審

議により年次総会の議決を実施しまし

た。福島事故後，勝俣会長が辞任の意向

を示し，９月から志賀俊之日産自動車

COOが第２代会長に就任することが承

認されました。 

 

2011 年 10 月 第１回日経 Smart City Week がパシフィコ横浜で開催され，CHAdeMO 協議会

として初めて共同展示ブースを出展，１５社の会員企業により CHAdeMO 急速充電器に

関連する技術・製品の紹介を行いました。 

 

 
 

 

撮影：河田雅史 
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2011 年 10 月 東日本震災後の EV を非常用電源として活用するニーズの高まり，さらに世界レ

ベルでの再生可能エネルギー利用促進が活性化する中，電力系統安定化対策として EV の

新たな価値が社会的に注目されるようになりました。技術部会では DC 充電インタフェー

スを利用した充放電機能を実現する V2H 仕様拡張 WG を設置し，活動を開始しました。 

 

2011 年 12 月 急速充電器は，それまでさまざまな企業・団体が自社利用あるいは環境貢献活動の

一環として設置，一般公開してきましたが，いかに持続性のあるビジネスにできるかが大

きな課題でした。CHAdeMO 協議会では，“会員制度”という形で充電器導入の投資負担

を軽減するビジネスモデル検討 WG を行なってきました。その結果，チャデモチャージ，

ジャパンチャージネットワークといった会員制急速充電サービスを行う事業会社が相次

いで設立されました。 

 

2012 年 1 月 技術部会仕様書 WG では 2010 年から延べ 17 回の改訂作業会を行い，2011 年

7 月にドラフトを発行，その後会員企業からのコメント募集・審議を経て，2012 年 1 月

に CHAdeMO 標準仕様書 ver.1.0 を発行しました。この改訂で，EMC・電流リプルなど

の電源品質規定，過電圧保護・熔着診断などの車両保護機能が新たに仕様に追加されまし

た。 

 

2012 年１月 CHAdeMO 急速充電器は欧州を中心に海外でも設置が進み，世界で唯一の実用技術

として，欧州でも本格的に普及し始め，2012 年 1 月に累計設置台数 1,000 台を達成し

ました。 

 

 
 

2012 年 3 月 発足後 2 年で，会員数は 429 社・団体となりました。中でも，海外の正会員数が

もっとも増加率が大きく，CHAdeMO プロトコルへの関心が世界で高まりつつあること

が裏づけられました。 
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2012 年 3 月 この年の WG の主な成果のひとつが，急速充電コネクタの改良です。従来のコネク

タの品質・安全性向上，今後予定される新しい EV，コネクタの運用互換性を維持するた

めのインタフェース規定などを検討しました。その成果として，複数メーカによる新型コ

ネクタの開発，そしてコネクタ詳細仕様を JARI から IEC 規格として提案するという成果

に結びつきました。 

 

 
 

 

2012 年 7 月 欧州では 2012 年度の活動目標の柱として情報発信の強化を掲げました。欧州

CHAdeMO リエゾンメンバーは，7 月から欧州を中心とする海外市場向けにテーマ性を

持った Web サイトデザインとコンテンツ作成に精力的に取り組み，2013 年 1 月に新し

いデザインで生まれ変わった CHAdeMO ホームページを世界に公開しました。 

また，展示会やカンファレンスで配布するパンフレットを作成しました。このパンフレッ

トは，２回ににわたる PR ツアーで活用したほか９月のパリモーターショー以降，各地の

イベントで配布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012 年 10 月 日産リーフ用 LEAF to HOME や三菱自動車製 MiEV power BOX など， 

CHAdeMO 規格をベースとする放電機能を使って車両から DC 出力できる製品が実用化

されてきました。CHAdeMO 協議会では V2H（Vehicle to Home）システム用インタ

フェースの共通仕様を策定するための WG を設置しました。 
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2013 年 2 月 技術部会では CHAdeMO 標準仕様書 ver.1.0 を 2012 年１月に発行後，試験仕様

の策定および詳細仕様改訂審議を行なう WG を延べ 19 回開催しました。さらに外部認

証機関による充電器検定実現に向けて検定システムを開発しました。 

2013 年 2 月 6 日から 7 日にかけて検定システムの検証と ver.1.0 対応充電器と車両の

相互接続試験を兼ねた合同試験を実施しました。この合同試験には，自動車メーカ７社か

ら CHAdeMO 準拠の EV9 台が一同に集まり，充電動作，安全性，EMC に関する検証を

行ないました。 

 

 
試験会場に集結した EV （左から 三菱 i-MiEV，MINICAB MiEV，アウトランダーPHEV，マツダ デミオ EV， 

ホンダ フィット EV，スバル プラグインステラ，日産 リーフ，トヨタ eQ，スズキ EV エブリイ） 

 

2013 年 3 月 急速充電インフラの整備が進むとともに充電施設情報を提供するしくみが必要との

意見が多数寄せられ，CHAdeMO 協議会では位置情報 WG を設置して 2013 年 3 月か

ら Web サイトで CSV 形式のデータ公開を開始しました。3 ヶ月ごとに更新される情報

はグラフに示すように着実に利用されました。 

Google マップによる一般利用者向けの位置情報提供については，年度の後半から海外で

のアクセス数が急激に増えました。国内では充電器の増加とともに複数の充電サービス情

報サイトが出てきたのに対し，海外ではまだ普及が緒についた状況でした。 
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2013 年 3 月経済産業省による平成 24 年度補正予算 1005 億円の大型プロジェクト「次世代自

動車充電インフラ整備推進事業」が 2013 年 3 月に開始され，充電インフラを戦略的に

集中整備するため，全国の自治体および高速道路会社が充電器設置のためのビジョンを策

定，4 月から相次いで公開されました。 

国の支援に加え 2013 年 7 月には，トヨタ，日産，本田技研，三菱自動車の自動車メー

カ 4 社により「PHV・PHEV・EV 充電インフラ普及支援プロジェクト」の設置が発表さ

れ，設置費用の追加支援および維持費用を支援するという計画が発表されました。これら

のプロジェクトは大規模であるが故，各地で具体的な設置計画の立案が間に合わず当初

2014 年 2 月としていた応募締切りが，1 年間延長されることになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典 http://tnhm-juuden.com/ 

 

2013 年 9 月 フランス南西部で開催された EV ラリー，「Tour Poitou-Charentes」に参加しま

した。ラリーの課題は 2 日間で 350 キロを走るというものでしたが，チャデモチームは

これに独自のルートを加え，4 日間で合計 1000 キロを走破しました。フル充電で 120

キロ走行できるシトロエン社の C-ZERO をチャデモカラーで飾り，急速充電器から急速

充電器へ，時にはハラハラしながらもエコドライブを進め，ラリーも部門 2 位で完走しま

した。チャデモチームの挑戦は行く先々で歓迎を受け，地元メディアからも度々取材を受

けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014 年 3 月 ヨーロッパでは，チャデモ充電器の設

置は引き続き堅調で，欧州 27 カ国通算で 1

千基の大台に乗せました。関係者の尽力に加

え，チャデモ欧州の主たる会員企業と事務局

による「マルチ充電器」擁護の度重なる働き

かけを受けて，欧州連合は「代替エネルギー

インフラ整備法案」の審議において，チャデ

モコネクタも含めた「マルチ充電器」を承認

する最終案をまとめました。欧州市場ではマ

ルチ充電器が主流となっており，欧州連合の

法案はこれを追認する形となりました。 
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2014 年 3 月 CHAdeMO 方式を含む DC 充電方式の国際標準 IEC61851-23/24 が発行，さ

らに 2014 年 5 月には DC 充電コネクタの標準規格が IEC62196-3 として発行されま

した。 

 

標準化活動のあゆみ 
2009 年 7 月  初の CHAdeMO 準拠 EV 三菱 i-MiEV， スバルプラグイン・ステラ発売 

2009 年 11 月  61851-23 の NWIP を提案，順次 61851-24，62196-3 を提案 

2010 年 4 月  標準仕様書 rev.0.9 発行 

2010 年 5 月  充電器検定制度運用開始 

2010 年 8 月 仕様書タスクチーム開始 

2010 年 12 月  日産リーフ発売 

2011 年 6 月 コネクタ WG 開始 

2011 年 10 月 1.0 仕様書 WG 開始，V2H 拡張 WG 設置 

2012 年 1 月 標準仕様書 rev0.9.1 発行 

2012 年 5 月 IEC61851 東京会議 CD レビュー完了，CDV に移行 

2012 年 9 月 JIS 標準仕様書（TS D0007)発行 

2013 年 4 月 IEC61851 トロント会議 CDV 承認 

2013 年 5 月 標準仕様書 rev.1.0.1 発行 

2013 年 11 月 V2H ガイドライン ver.1.0 公開 

2014 年 1 月 61851-23，61851-24 FDIS 承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014 年 5 月 経済産業省による充電インフラの戦略的な整備への支援は，平成 24 年度以降，政

策，予算において主導的な役割を果たし推進されてきました。国の支援に加え，自動車メ

ーカ 4 社を中心に「PHV・PHEV・EV 充電インフラ普及支援プロジェクト」がスタート

し，トヨタ，日産，本田技研，三菱自動車に加え，日本政策投資銀行，東京電力，中部電

力の出資により「合同会社日本充電サービス」NCS を設立するに至りました。 

同社は，政府補助金でまかないきれない充電器設置者の費用を社会インフラ整備の一環と

して支払うこと，一枚の充電カードでネットワーク全ての充電器を利用できる利便性の高

いサービスを提供することで，充電インフラを推進します。 
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2014 年 6 月 チャデモチームが世界最大の EV ラリー

「WAVE 杯（The WAVE Trophy）」に出場

しました。チャデモ欧州事務局のナタリア・コ

ズドラ会員リエゾンオフィサーが率いるこの

チームは 10 日間に渡ってドイツ，オーストリ

ア，スイスの３ヵ国，2 千キロを走破しました。

車はプジョーの商用車「パートナー」で，荷台

にチャデモ会員の EVTEC (スイス)社提供の

可動式充電器を積み，ラリーのルートで急速充

電を行いました。同ラリーに参加した 11 台の

チャデモ対応 EV にもこのポータブル急速充

電を使ってもらい（時には「電欠」の車のレス

キューに出向き），ラリー期間中に実に 66 回

もの急速充電を提供しました。チャデモ対応

EVで参加した2チームが「WAVE人気投票」

で 2 位，3 位に入賞し，表彰式の際にチャデ

モ充電器の貢献に温かい賛辞を贈ってくれた

のが印象的でした。 

 

2014 年 10 月 日本では，2014 年 10 月に国際規格と整合した JIS 規格（日本工業規格）が，

IEC 規格の番号を引き継いだ JIS D61851-23/24，JIS D62196-3 として発行され

ました。欧州では，上記 IEC 規格が EN 規格として採用され，さらに DIN 規格（独）や

BS 規格（英）等の各国規格としても採用されています。アメリカでも IEC 規格に沿った

DC 充電規格，IEEE SA – P2030.1.1 が 2016 年 3 月に発行されました。 

 

2014 年 10 月 第 5 回欧州総会＠ミュンヘン eCarTec

に合わせて，チャデモ規格を超えて広く急速充

電を普及させることを目的に，急速充電に特化

した会議としては欧州で初めてとなる「欧州急

速充電会議」を主催しました。急速充電インフ

ラ事業のベストプラクティスを共有すること

を目的に，イギリス，ノルウェー，スウェーデ

ン，スペイン，オーストリア，スペイン，フラ

ンス，日本から，官民双方の分野を代表するス

ピーカーを招きました。 
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技術部会の活動 
 

技術部会では４つの WG を設置し，相互に協調することで技術の改善・品質の安定化を目指

して活動を行いました。 

 

 
仕様書 WG 

2015 年 3 月に正会員に公開された改訂案に寄せられたコメントを反映し，2015 年 9 月の

ワーキングドラフトを経て 2016 年 1 月に仕様書 ver.1.1 を発行しました。Ver.1.1 の主な改

訂内容は次のとおりです。 

 最大出力のダイナミックコントロール機能：充電器からの要求で充電中に最大出力を動的

に変更できる。これにより，複数台充電を最適に制御する，電力負荷の状況によりコスト

を抑えるなどのサービスが可能となる。 

 小容量ケーブルの利用規定：小容量ケーブル特有のコネクタ仕様による安全確保を規定。

ユーザの利便性向上，コストダウンなどのメリットを持つ。 

 メーカオプションの導入：CHAdeMO のインタフェースを利用してメーカ独自のサービ

スを実現することが可能になる。 

また，仕様書 WG では仕様書で記述されない規格制定の背景，設計ノウハウ，オプション機

能の運用規定などをまとめた解説書を共有情報として発行する予定です。 

 
 
検定 WG 

検定 WG は，CHAdeMO 認証試験を円滑に運用できるように，検定機関と協議しています。

2015 年度は CHAdeMO 認証ガイドラインの改訂版を 2 月に公開しました。 

また，再認証試験の整備と仕様書・検定書 ver1.1 に対応した認証試験の準備を進めており，

まもなく公開する予定です。 

 

 
V2H-WG 

V2H-WG は， V2H/L 検定基準 2.0 版および自己申告書に検定運用のフィードバックを行

い 2015 年 12 月に発行しました。 

V2H/L 検定を急速充電器と同様の第 3 者検定に移行するための準備を行いました（2016

年 4 月受付開始）。 

JET（電気安全環境研究所） の V2H 用パワーコンディショナーの系統連系認証準備に協力

し，2015 年 8 月から V2H/L 検定との 2 段階運用を開始しました。 

 

 
大出力化検討 SWG 

将来的に予想される車両電池容量増大による CHAdeMO 充電の技術革新，および他の充電規

格との整合などを考慮して現在 500V/125A を最大出力としている CHAdeMO の規格拡張

に特化して技術改題を検討する大出力化 SWG を設置，2015 年 3 月 31 の第 1 回会議から

10 回の会議を開催しました。2016 年度に 150kW/350A に対応する規格を発行することを

計画しています。 
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整備部会の活動 

 
2015 年度の整備部会は，以下のように 5 月，9 月，3 月の 3 回開催しました。 

前年度までは，充電インフラ整備に関する課題や事例報告が発表の主要テーマでしたが，国の

支援による全国の充電インフラ整備計画が数的にはほぼ達成されてきたこと，日本充電サービス

（NCS）によるサービスネットワークが充電サービスの統一化を実現したことで，2015 年度

のテーマは，V2H，EV と電力系統の連系など EV の将来ビジョンに関する発表が主要テーマに

なっています。 

 

 
 
 
位置情報 WG 

位置情報 WG では 2013 年 3 月より CHAdeMO 協議会の Web サイトにおいて急速充電器

および普通充電器（100V/200V）の緯度・経度，利用可能時間，利用方法，料金などの情報

を公開しています。 

今回，情報更新頻度がより早く，関連情報も充実した検索サイトが複数存在してきたことなど

を鑑み，位置情報 WG の活動及び体制の見直しと、外部の充電スタンド検索サイトへのリンク

の掲載を行いました。利用実績は以下のグラフの通りです。継続的にデータを利用しているユー

ザが定着し，毎月 100 件程度のダウンロードがありました。なお、これまで CSV 形式で公開

していた位置情報は，活動の見直しに伴い 2016 年 3 月分から Excel 形式に変更しました。 

また，上述の通り昨年度後半から外部の充電スタンド検索サイトのリンクを掲載した結果，当

開催日 参加者 主な議題 発表者

第24回
5/13

135

1.  V2H標準化活動と周辺状況報告
2.  スマートグリッド関連実証事業への取り組み報告
   2.1 ハワイでのV2G実証実験
   2.2 けいはんな地区でのV2B実証実験
   2.3 横浜市でのV2H実証実験

日産自動車

日立製作所
三菱自動車
日産自動車

第25回
9/29

134

１．テーマ講演 「電力系統とＥＶの調和」
 1.1 電力系統の将来とEV
 1.2 ＰＣＳから見たV2X（実証事例紹介）
 1.3 ピコグリッドSYSによる超小型EVシェアリング
 1.4 ITS Japan電動車両充電システムWGの取組み

2. 次世代自動車の安全と法規規制セミナーのご案内
3. 充電スポット検索アプリ Evsmart

東京電力
ホンダ
デンソー
ITS Japan

UL Japan
アユダンテ

第26回
3/25

110

1. アウトランダーPHEVとV2Hのある生活
2. 学研まんがの紹介「電気で走るクルマのひみつ」
3. 外部給電に関する取組事例紹介
4. 学生フォーミュラEVの紹介とパーツ支援について
5. comemso社CHAdeMO充電アナライザの紹介
6. 移動型ＥＶ急速充電器の応用
7. サイバーセキュリティー規格開発動向セミナー案内

三菱自動車工業
三菱自動車工業
ホンダ
自動車技術会
東陽テクニカ
デンゲン
UL Japan

整備部会開催実績
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協議会の Google map のアクセスは減少傾向にあるため，2016 年度より Google map の公

開は停止する予定です。 
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欧州事務局 
 

欧州地域急速充電器設置加速 
DC 急速充電の各種国際・地域

規格の発行，さらに欧州指令の

発効を得て，欧州での急速充電

器設置は右肩上がりの成長が続

いています。昨年 3 月に約

1,600 基だった欧州のチャデ

モ充電ポイントは，今年 3 月に

は 3,000 基を超えました。 

新規設置のほとんどがチャデ

モとコンボを備えたマルチ充電

器です。2016 年３月現在，チ

ャデモ充電ポイントの半数にあ

たる 1,492 基がマルチ充電器

でした。欧州指令発効後，マル

チ充電器の欧州でのデファクト

標準となったことが鮮明になり

ました。 

 

マルチ充電器急増の原動力の一つとして，欧州連合の補助金制度があります。2013 年に始まった

TEN-T 事業によりおよそ 500 基のマルチ充電器が既に設置されましたが，2015 年に後継事業と

して始まった CEF 事業においても，さらに 500 基の補助金が認定され，欧州の「マルチ化」に弾

みが付きました。 
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チャデモ共同ブース事業の継続・拡大 
2013 年度に開始した共同出展事業は引き続き好評

を博し，会員企業からのブース出展希望が続いたことか

ら，2015 年度も欧州地区会員から出展要請が多かった

二つの主要な展示会に参加しました。 

 

 ハノーバーメッセ (ドイツ・ハノーバー 2015/4) 会

員企業 9 社の参画を得て，これまでで最大となる 85 平

米のブースを出しました。チャデモ対応の商用車（日産

e-NV200）と乗用車（起亜 Soul）に加え，モジュール

化により 180kW までの高出力と最大 4 台までの同時

充電を可能にした新型充電器，壁掛け型，可動型など

様々な急速充電器，V2H パワコン，BMS，コネクタな

ど，各種のチャデモ関連製品を一堂に集めて展示しまし

た。  

 

 eCarTec (ドイツ・ミュンヘン 2015/10) 欧州最大

の e モビリティ商談会場となる eCarTec にも 3 年連

続の出展となりました。80 平米のブースに 8 社が参加。

日産 e-NV200 と三菱新型アウトランダーの二台の

EV の隣にはそれぞれ欧州製 V2G 充放電器を設置して，

V2X のコンセプトをアピールしました。 

 

 

第 6 回欧州年次総会（ミュンヘン） 
欧州会員年次総会は，昨年に引き続き 10 月 eCarTec の展示場内で開催しました。 

 

 技術部会ワークショップ 

正会員を対象にした午前中の技術部会では，チャデ

モ１.1 仕様，V2H 拡張/検定，高出力化等の事案に

ついて，技術部会の高橋・今津両氏，および吉田事務

局長から発表しました。特にチャデモ高出力化につ

いては参加者の関心が高く，活発な議論が交わされ

ました。また，検定機関のイディアダからは，EV 充

電コントローラの検定について報告がありました。 

 

 会員総会 
午後の会員総会では，ドイツでマルチ充電器 200 基以上の設置を決めたばかりのオペレータ，

Allego 社よりゲストスピーカーを招き，充電の現場でオペレータが日々直面している状況につ

いて臨場感あふれる話を聞きました。 

チャデモ協議会の活動方針，技術ロードマップ，欧州での充電器設置状況，更にはチャデモとし

ての PR コミュニケーションのあり方等についても率直な意見交換を行い，新しく会員となっ

た企業 4 社を紹介して会を終えました。 
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対外 PR ツールの刷新 

 ブローシャ 
2016 年春版より，チャデモ協議会ブローシャを 3 年ぶりに刷新しました。新しいブローシャ

は白地をベースにチャデモグリーンと薄いグレーを使ったシンプルなデザインです。文章の量を

減らしてインフォグラフィックを増やすなど，わかりやすい表現を工夫しました。こちらからダ

ウンロードできます（英語版のみ）。 
http://www.chademo.com/wp/wp-content/uploads/2016/04/brochure_04.2016.compressed.pdf 
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2015 年度活動サマリ 

 

 
 

 

2015年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2016年
1月 2月 3月

幹事会    ★  ★     ★  ★     ★    ★  ★           ★    ★  ★            ★          ★    ★  ★     ★      ★
総会・欧州会議        ★(6/8)CHAdeMO総会       ★(10/20)欧州総会

技術部会 ★(9/1) 仕様書Ver.1.1WD発行
      ★(10/20)欧州技術部会

 ★(12/11) 仕様書Ver.1.1発行
        ★(12/25)V2H/V2L検定基準DC2.0版発行

   ★(2/19) 検定仕様書Ver.1.1発行

整備部会      ★(5/13)#24          ★(9/29)#25       ★(3/25)#26
　　位置情報共有化WG          ★(6/30)更新       ★(10/21)更新         ★(12/17)更新

国際標準化    ★ IEC MT5@Tront    ★ IEC MT5@Nanjing

★(3/2) IEEE2030.1.1TM-2015発行

充電器検定実績   ★ ニチコン    ★九電テクノシステムズ

V2H/V2L検定実績  ★V2H/V2L 検定トライアル開始        ★ホンダ
   ★三菱電機

広報・渉外活動など  ★Hannover Messe
★(10/1) EVEXパネル：充電インフラ普及と展望
       ★(10/20) eCarTec@Munich
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開催日 主な議題

9月1日 仕様書1.1版のワーキングドラフト公開

第13回WG 10月2日 Ver.1.1コメント・検定仕様審議，大出力SWG報告

第14回WG 11月27日 Ver.1.1コメント・検定仕様審議

12月11日 仕様書1.1版発行

2月19日 検定仕様書1.1版発行

仕様書WGの開催実績

仕様書WG参加企業：
東京電力（主査），日産，三菱自動車，トヨタ，富士重工，ホンダ，スズキ，マツダ，
いすゞ，Tesla，東光高岳，ハセテック，日立IE，富士電機，高砂製作所，
日鉄住金テックスエンジ，矢崎総業，住友電工，新電元，菊水電子，ニチコン，
ベクタージャパン，TUVラインランド，現代自動車

開催日 主な議題

第1回SWG 3月31日 背景，課題，スケジュールの共有

第2回SWG 4月16日 課題審議

第3回SWG 5月14日 課題審議

第4回SWG 5月27日 試作・試験検討

第5回SWG 11月19日 試験結果報告，性能目標審議

第6回SWG 12月17日 技術要件，安全対策検討

第7回SWG 2月1日 技術要件，安全対策検討

第8回SWG 2月25日 技術要件，安全対策検討

第9回SWG 3月15日 技術要件，安全対策検討，高電圧化（将来課題）

大出力化SWGの開催実績

大出力化SWG参加企業：
日産（主査），矢崎総業，住友電工，新電元，三菱自動車，いすゞ，日鉄住金テックス
エンジ，TUVラインランド，ULJapan，東京電力開催日 主な議題

1月20日 コネクタ性能確認書Ver.1.1 発行

コネクタSWGの開催実績

コネクタSWG参加企業：
矢崎（主査），フジクラ，住友電気工業，日本航空電子，大電，古河電気工業

開催日 主な議題

第1回SWG 12月18日 自己診断（安全対策強化）審議

第2回SWG 2月9日 自己診断（安全対策強化）審議

第3回SWG 3月29日 自己診断（安全対策強化）審議

診断SWGの開催実績

診断SWG参加企業：
日産（主査），富士電機，三菱自動車，ホンダ，東光高岳，ニチコン，ハセテック，東京
電力

開催日 主な議題

12月25日 V2H/V2L検定基準DC2.0版発行

V2H-WGの開催実績

V2H-WG参加企業：
日産（主査），三菱自動車，トヨタ，ホンダ，デンソー，パナソニック，シャープ，
日立IEシステム，三菱電機，富士電機，高砂，ニチコン
矢崎総業，住友電工，椿本チエイン，東京電力
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開催日 主な議題

第1回SWG 11月24日 V2H/L検定第３者化移行準備

第2回SWG 12月18日 検定器試験デモ準備

第3回SWG 1月27日 V2L検定器試験デモ

第4回SWG 2月26日 検定器運用の検討

第5回SWG 2月29日 V2H検定器試験デモ

V2H/L検定SWGの開催実績

V2H/L検定SWG参加企業：
日産（主査），ULJapan，TUVラインランド，IDIADA，Intertek Japan，JET，Vector
Japan

開催日 主な議題

第1回 7月9日 課題整理

第2回 8月5日 検定手続き・追加機能対策の検討

第3回 9月17日 検定手続き・関連書類の検討

第4回 11月5日 検定ガイドライン，申込書，検定プロセス審議

第5回 12月21日 認証手続き関連の書類審議

第6回 1月28日 検定プロセス，検定ガイドライン審議

第7回 2月25日 チェックリスト・自己申告書ほか関連文書審議

第8回 3月25日 チェックリスト・自己申告書，スケジュール審議

検定WGの開催実績

検定WG参加企業：
日産（主査），三菱自動車，ULJapan，TUVラインランド，IDIADA，Intertek Japan，
JET，東京電力

開催日 主な議題

4月10日 2015総会議案，法人化体制審議

4月24日 2015年度予算審議，法人化体制審議

5月14日 総会プログラム審議，大出力化検討状況報告

5月29日 総会プログラム審議，大出力化・V2H検定検討状況報告

6月26日 総会報告，ペースメーカ試験報告，EVPossaとの連携審議

7月14日 第2回CHAdeMO-EVPOSSA協議会

7月29日 V2H検定・ペースメーカ試験報告，IEEE進捗，法人化審議

8月25日 第3回CHAdeMO-EVPOSSA協議会

9月4日 技術部会進捗報告，IEEE進捗，法人化対応

10月9日 技術部会進捗報告，欧州総会対応，法人化対応

10月29日 第4回CHAdeMO-EVPOSSA協議会

11月6日 技術部会進捗報告，欧州市場対応，経産省関連報告

12月4日 大出力化SWG報告，IEC報告，V2X設置ガイドライン，法人化

12月22日 第5回CHAdeMO-EVPOSSA協議会

2月5日 技術部会進捗報告，国際標準化対応，法人化審議

3月11日 技術部会進捗報告，法人化審議，2016総会

幹事会開催実績

幹事会社： 日産，三菱自動車，トヨタ，富士重工，東京電力
　　　　　　　ホンダ，日立，パナソニック


